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１．はじめに 

 

近年，我が国では路上駐車に対する意識が高まり，

駐車問題の検討･対策が多角的視野を持って進められて

いる．駐車問題の対策を考えるにあたっては，ドライバ

ーの駐車行動の現状を把握することが重要となる．駐車

行動は，駐車場の位置・料金や，違法駐車の取締り頻度，

道路の混雑状況等，静的な要素だけでなく時間変動を考

慮する動的な要素が入り交ざった中で，ドライバーが駐

車場所を選択する複雑な行動である．有効な駐車対策を

立案するにはこれらの駐車行動を分析することが重要で

ある．また，交通計画において，全体的な交通状況の把

握も重要であるが，局所的な交通挙動の影響の把握も必

要となるため，交通シミュレーションを用いた分析が求

められる．ドライバーの駐車行動の分析に関する既存研

究としては，実観測に基づく駐車行動のモデル化の試み
1)2) や,駐車行動をモデル化し仮想的なシミュレーショ

ンを実施した研究3)4)が存在する．また筆者らは，都市

圏の駅前の様に駐車行動が複雑な状況において駐車需要

をどのように取り扱うべきかの検討5)を実施している．

これらの様に駐車車両が周辺交通にもたらす影響分析は

多数実施されてきたが，限定された状況における分析が

多く，他の地域や状況における適用性や汎用性のあるモ

デル化が実施されていない． 

以上の背景を踏まえ，本研究では，ドライバーの駐

車場所の選択行動をモデル化し，交通シミュレーション

に実装することで，駐車対策の評価や予測が可能なシス

テムを構築することを目的としている． 
 

２．駐車場所選択行動の交通シミュレーションへの適用

に向けて 
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本研究では，ドライバーの駐車行動の一連のながれ

として，駐車場所選択の判断位置に到着後，駐車目的に

より駐車行動が異なることを仮定して，駐車行動を分類

する（図 1）．駐車目的については，一般の方と，配送

業者を想定し，「荷捌き」「一般（買い物等）」の 2

つに分類した．続いて，ドライバーを，路上駐車固定層

と路外駐車場固定層，駐車場所選択行動を行なう路上・

路外選択層の３つに分類する．ここで，必ず路上駐車を

選択するドライバーを路上駐車固定層，必ず駐車場を選

択するドライバーを路外駐車場固定層としており，本研

究のターゲットとしては，路上・路外選択層のドライバ

ーとなっていることを断っておく．路上・路外選択モデ

ルは，個々のドライバーが駐車場に駐車するのか，もし

くは路上駐車をするのかを判断するモデルであり，次章

に詳細を述べる．その後，駐車場を選択した場合は目的

地に一番近い駐車場に駐車し，路上駐車を選択した場合

は目的地に一番近い場所に路上駐車を行う．本研究では，

どのような状況のときに，ドライバーが「駐車場」「路

上駐車」のどちらを選択するのかに着目しているため，

複数の駐車場間の選択や，路上駐車の位置の選択までは

言及しないこととする． 
 

 

・駐車時間 

・道路幅員 

・他の路上駐車の有無 

・目的地までの距離 

・駐車場入庫待ち時間 

路外・路上選択モデル 

 
図 1 駐車行動のフロー図 



３．駐車場所選択の２項ロジットモデルの構築 

 

（１）データ取得のためのＳＰアンケート調査の概要 

本研究では，駐車場所選択モデルを，ドライバーが

駐車場所として「駐車場」「路上駐車」のどちらを選択

するかの２項ロジットモデルとしている．そこで，個々

のドライバーの駐車行動の特性を把握するために，駐車

場所選択行動に関するＳＰアンケートを実施した．駐車

目的別のモデルを構築するため，配送業者（荷捌き）と

埼玉大学学生・教職員(一般)を対象とした（表 1）．内

容としては，５要因３水準で変動する各状況において，

被験者に駐車場所として「駐車場」「路上駐車」のどち

らかを選択してもらうものとなっている（表 2）．アン

ケートは、埼玉大学内で 1185 部、配送業者に 186 部配

布し、348部、117部を回収した。 

 

（２）駐車目的別による駐車場所選択行動の意識の違い 

実施したＳＰアンケートを集計してみると，仮定ど

おり駐車目的別による回答の違いが表れた．駐車目的が

荷捌きでは，目的地から駐車場までの距離が駐車場所選

択行動に大きく影響している（図 2）．特に，0m と

100m，300m の間に大きな変化がある．やはり，荷物を

運ぶことが目的である荷捌きにとってはできるだけ目的

地の近くに駐車したいという気持ちが強く，路上駐車を

選択する傾向があるのだと考えられる．それに対し，駐

車目的が一般の場合は，駐車場までの距離は駐車行動に

大きな影響はない（図 3）． 

 

（３）駐車場所選択の２項ロジットモデルの構築 

ＳＰアンケートによって取得したデータから，非集

計分析を用い，各ドライバーの駐車場所を決定する２項

ロジットモデルを駐車目的別に作成した（表 3）．ここ

で，モデル構築にあたり，適切なモデルとするため，

様々な変数の組み合わせでモデルを構築し，t 値や尤度

比がバランスのいい値を示したモデルを選択した．それ

でも，尤度比は約０．１で，モデル全体の説明力は弱い

が，各要因のｔ値を見ると，『荷捌き』においては，

「駐車時間，目的地までの距離」の順にｔ値が大きく，

『荷捌き以外』では，「駐車時間，リンク当たりの路上

駐車の密度，道路幅員」の順にｔ値が大きくなり，駐車

目的により駐車場所の選択要因の優先順位やパラメータ

の重みが異なることが確認できた． 

 

表 1 アンケートの調査対象および方法 
駐車目的 対象者 配布方法 回収方法 

荷捌き 

埼玉大学周辺の

配送業者 
(自動販売機業者 
宅急便業者) 

郵送でアンケート 備え付けの返信用封筒にて

郵送で回収 

荷捌き以外 埼玉大学の 
学生・教職員 

■学生には，学生駐車場で

直接配布 
■教職員の方には，教職員

ポストにポスティング 

①学内に設置した回収BO
Xに投函 

②WEBアンケート 
③学内便（※教職員のみ） 

表 2 ＳＰアンケートの要因と水準 

要因 → → →   

駐車時間 道路幅員 
他の路上

駐車の有無 

駐車場から 

目的地までの

距離 

駐車場の

入庫 

待ち時間 

7～8分 
自車線内での 

すり抜け挙動 

たくさん

いる 
300m 15分 

9分～ 

30分 

少し対向車線へはみ出 

しての追い越し挙動 
少しいる 100m 10分 

水 

準 

↓ 

↓ 

↓ 

31分～

120分 

完全に対向車線へはみ 

出しての追い越し挙動 

まったく

いない 

0m  

（施設内） 

0分  

（空車） 

 
目的地から駐車場までの距離別の駐車場所の選択状況
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図 2 駐車場までの距離別の集計結果（荷捌き） 

 

目的地から駐車場までの距離別の駐車場所の選択状況
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図 3 駐車場までの距離別の集計結果（一般） 

 
表 3 モデルの推定結果及びモデル式 
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路上駐車選択確率

駐車場選択確率

路上駐車の効用項

駐車場の効用項

車存在密度リンク当たりの路上駐道路幅員

駐車場定数項駐車場の入庫待ち時間　　　

での距離ダミー駐車場から目的施設ま駐車時間

■駐車目的が一般

車存在密度リンク当たりの路上駐　道路幅員

駐車場定数項での距離駐車場から目的施設ま駐車時間

■駐車目的が荷捌き
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 目的：荷捌き
説明変数 パラメータ t値 P値

駐車時間　(分) 0.019 2.735 0.006

道路幅員　（ｍ） 0.006 1.740 0.082

リンクあたりの
路上駐車の密度

-0.693 -1.002 0.316

駐車場から目的地ま
での距離 （ｍ）

-0.004 -2.525 0.012

定数項 3.834 1.524 0.128

尤度比：ρ2
的中率

サンプル数

0.132
0.699
123

目的：荷捌き以外
説明変数 パラメータ t値 P値

駐車時間　(分) 0.031 6.444 0.000

道路幅員　（ｍ） 0.005 3.139 0.002

リンクあたりの
路上駐車の密度

1.127 3.355 0.001

駐車場から目的地
までの距離　（0 or 1）

-0.551 -2.502 0.012

駐車場入庫
待ち時間　（分）

-0.030 -1.957 0.050

定数項 5.758 4.792 0.000

尤度比：ρ2
的中率

サンプル数

0.866
1026

0.110



４．仮想的な駐車管理施策のシミュレーション 

 

（１）仮想シミュレーションの分析パターン 

前章の駐車場所選択モデルを交通シミュレーション

に実装し，仮想空間における交通シミュレーションを行

い，駐車行動による交通流への影響を以下の２パターン

について分析する． 
a）道路幅員別分析 

b）駐車場から目的地までの距離別分析 

ここでは交通シミュレーションにおける駐車場所の

選択行動の大前提を述べる．本研究で実施した SP 調査

では，片側 1 車線時を対象として実施したため，駐車

場所選択行動モデルは片側 1 車線時のみ適用されるこ

ととする．ただし，路上駐車車両による周辺個通への影

響が顕著に現れるのは片側 1 車線時であるため，駐車

問題の多くに対応できると考える． 
また，車長が 10m を越すような大型車については路

上駐車行動の選択モデルに含まれていないことを断って

おく． 
 

（２）道路幅員別分析 

道路幅員を 660cm，735cm，810cm と変化させ，交通

状況を比較する．道路幅員は，既存研究により決定し，

それぞれ路上駐車車両の回避挙動が異なる（表 4）．本

シミュレーションでは，駐車場所選択モデルによる単純

な効果分析を実施するため，単純なネットワークとし，

道路が混雑しすぎず，駐車場もそれなりに利用されるよ

うな OD データを入力し，駐車場所選択モデルの変数

となっている駐車場待ち行列時間を発生させるために，

平均駐車時間を 60 分と長めに設定した（図 4）．シミ

ュレーションを実施した結果，道路幅員が狭くなるほど，

路上駐車の選択確率が減少した（図 5）．また，道路幅

員が狭くなるほど，平均旅行時間が長くなり，道路が混

雑することが確認された（図 6）．その理由として，道

路幅員が狭くなると，路上駐車車両の総台数は減少する

が，駐車車両による周辺交通へのインパクトが大きくな

ることが考えられる（図 7）．つまり，道路幅員を縮幅

することで，路上駐車車両の排除効果は期待できるが，

周辺道路の混雑が発生する可能性があるため，安全性や

周辺環境への影響など，総合的な評価が必要となる． 

 

表 4 道路幅員別による路上駐車回避挙動 

道路幅員 

（両側） 
路上駐車回避挙動 

狭幅員道路 

（660ｃｍ） 

対向車がいる場合，必ず待機 

対向車がいなくなってから追越し挙動 

中幅員道路 

（735ｃｍ） 

対向車がいる場合，確率的に待機・追越し挙動を決定 

追越し速度は，モデルにより決定 

広幅員道路 

（810ｃｍ） 
対向車の有無に関わらず，追越し挙動（減速無） 

 

O　D 1 2 3 4 5 6

1 300 50 50 50 20

2 300 50 50 0 20
3 100 100 100 50 20

4 100 100 0 50 0

5 0 0 0 0 0

6 0 0 0 0 0

OD設定 【その他の条件】
n片側１車線の2車線道路
n全長1000m
n駐車車両の駐車時間

⇒1分、5分、10分、30分、60分
を均等に分けて与えた

1 2

3

4

5

6 P

サイクル100秒、
スプリット50％

容量：100台

路上駐車発生区間

100m100m

平均旅行時間測定方向

測定区間：200m

目的地

 
図 4 仮想シミュレーションの設定条件 

 

 
道路幅員別による駐車場所選択状況
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図 5 道路幅員別による駐車場所の選択状況の比較 
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図 6 道路幅員別による平均旅行時間の比較 

 

 

路上駐車車両 

対向車を意識して路上駐

車車両後方で待機 

 
図 7 道路幅員縮幅による道路混雑の原因 

 

（３）駐車場から目的地までの距離別分析 

道路幅員に加え，駐車場の位置を目的地から 0m，

100m，300m と変化させ，交通状況を比較する．シミュ

レーションの設定としては，駐車場位置を除いて前節の

道路幅員別分析と同様に設定した（図 8）．シミュレー

ションを実施した結果，全ての道路幅員パターンにおい

て，駐車場から目的地までの距離が近いほど路上駐車の



選択確率が減少した（図 9）．また，駐車場から目的地

までの距離が変化しても旅行時間に大きな差はなかった

（図 10）．これは，前節で説明したように，駐車車両

が周辺交通に大きな影響を与えるのは道路幅員が狭い時

であり，路上駐車台数の増減のみで道路の混雑状況は大

きく変わらないこととなる．しかし，駐車車両による交

通問題は混雑のみだけでなく，緊急車両の阻害や安全性

の低下，居住環境の悪化などが挙げられるため，混雑し

ていないからいいだろうという考えは危険である．駐車

場の位置により，路上駐車台数が変化することから，駐

車場計画の際には，駐車場の位置の検討も重要であるこ

とを意識して適切な計画を行っていただきたい． 
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図 8 駐車場から目的地までの距離別によるネットワーク設定 
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図 9 駐車場から目的地までの距離別による駐車場所の選択状

況の比較 
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図 10 駐車場から目的地までの距離別による駐車場所の選択

状況の比較 

 

５．おわりに 

 

本研究では，ＳＰアンケート調査により，駐車場所

の選択行動モデルを構築し，交通シミュレーションに実

装させ，仮想シミュレーション実施した．シミュレーシ

ョンでは，道路幅員，駐車場から目的地まで距離のみを

変化させ，駐車場所の選択状況，平均旅行時間を比較し，

路上駐車が頻発しているような路線において，道路幅員

の縮幅により，路上駐車車両の削減が望めること，駐車

場の位置の変化により，路上駐車台数は増減するという

知見を得た．ただし，道路が狭くなると一台の駐車車両

の影響が大きくなることも事実であるため，路上駐車台

数と路上駐車による影響のバランスが取れる道路幅員を

決定するアプローチ分析が必要となり，その際に，本研

究で構築したシステムは十分に有用であると考える． 

また，実際の道路状況やドライバーの個人属性により，

駐車場所の選択行動が大きく異なるため，道路幅員のみ

変化させた分析だけではなく，駐車場の位置など，その

他の要因も同時に変動させることが望まれる．今回構築

したシステムではそのような総合的な駐車対策の検討の

実施もある程度可能であるため，汎用性のある駐車管理

評価のシステムとして利用される効果が期待できる． 
今後の課題としては，複数駐車場が隣接していた場

合の駐車場間の選択の言及や，複数者車線道路に対応し

た駐車場所の選択モデルや交通シミュレーションシステ

ムを構築することなどが挙げられる． 
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